
01審美感 
02調和性 

03独創性 

04象徴性 

05完成度 

06機能性 

07効率性 

08利便性 

09安全性 
10先導性 

11環境負荷 
12資源消費 

13地域環境性 

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 

15先進性 

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ 

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 

18維持管理 

19耐久性 
20LCC

Ａ.感性軸（造形） 
Form 

Ｂ.機能軸（技術） 
Technology 

Ｃ.社会軸（環境） 
Environment 

Ｄ.経済軸（LCC） 
Life Cycle Cost 

ひもろぎ／temporariness　　　　　　           　　 　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地面に四本の柱を立て、その頂部に注連縄を回すことで、そこは特別な場となる。
「祝祭広場」は、強い仮設性を有し、あらゆるものの境界であろうとする。様々なイメージを引き受け、多様なアクティビティに応じる柔軟性を備え、人々を迎える。
今日、かつてのような運命共同体は解体され、多様で複雑な関係性の中で人々は生きている。
「祝祭広場」は、人々のきずなを確かめ得る場所でありたい。祝祭性の今日的解釈を探り、仮設的であるが故に、さまざまな実験が試行可能な空間をめざす。

境内／precinct 　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
祭礼は《境内》で行われてきた。各地の神社で執り行われる縁日は、比丘尼や能役者など公界者により、人々が生きる歓びを共有し得る交歓の場であった。
「祝祭広場」を現代都市の《境内》と捉える。そこは、あらゆるアクティビティを受け入れるための空無な空間とする。
そして結界として、一対のガントリークレーンを据える。大分臨海工業地帯の搬送装置群が並ぶ光景を、「祝祭広場」に移すのだ。
《祝祭広場》に置かれた一対のガントリークレーンは、広場に《ムーブメンツ》をもたらす装置であり、まちに異化効果をもたらす客人もしくは、遊行者である。

ムーブメンツ／movements　　　　　　　　　　                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一つのムーブメントは、次のムーブメントを生み、そのムーブメントはまた、次の新しいムーブメントを導く。
「祝祭広場」には、《ムーブメンツ》を生み出すための装置のみを配置する。そこに固定的で堅牢な建造物はいらない。
《ムーブメンツ》を生み出すための装置自体も可動なものとする。それらが展開した先には、仮設的で一時的な場＝フィールドが発生する。
その場もいづれ、次のムーブメントを導き出し、それそのものに取り込まれていく。全ては、流れの中にある。

1964 年新産業都市に指定されて以来、工業都市として大きく発展した大分市では駅前にスーパーや百貨店などの集積もみられ
たが、市域の拡大に伴うドーナツ化現象による中心市街地の空洞化は他の地方都市同様に避けがたく、計画地においても若者向
け大型ファッションビルが 2011 年に撤退した。その後、再開発も進まず時間貸し駐車場であったところを 2017 年大分市が取
得し、2 年後のラグビー W 杯大分大会の開催に合わせて「祝祭の広場」として整備することになった。2018 年 3 月、特別選考
委員に磯崎新氏を迎え、設計プロポーザルが実施された。①大分駅北口の回遊性や滞留性を高め、まちの活性化に資すること。②
大分を訪れる人々や市民にとって憩いの場となること。③多くの人々が集うお祭りやイベントなど祝祭的演出ができるまちなか
の広場となること。以上の提案が求められた。

プロポーザルにおけるわれわれの提案は、かつて日本中どこでも見られた社寺の境内の空間を参照し、象徴性と仮設性を主軸に
据え、日常と非日常を行き来する《ひもろぎ空間》を現代都市に重ねるというコンセプトのもと、大分の戦後の発展を支えた臨
海工業地帯に見られる自走式門型ガントリークレーンをデザインモチーフとした大小２基の架構体を広場に敷設されたレールの
上に置き、プログラムに合わせて移動し位置を変える、常に変化し続ける公共の広場である。クレーンの存在、あるいはその移
動によって生じる異化効果を中心市街地活性化の源にしようと考えた。

新型コロナの影響により《祝祭の広場》でも多くのイベントが中止された。以下、2020年３月 26日 12時過ぎの様子である。

　小雨の降る中、屋根の下は明るく雨にも濡れず、風通しは極めて良好。数名の若者が、設置されているいくつかの丸テーブ
　ルに１人づつお互いの距離を保ちながら座り、各々教科書やノートパソコンを広げている。半年前にこの場所で行われたラ
　グビーW杯大分大会の歓喜の渦を思い出せば、無に近い静けさとも言える。広場を横切っていた女性が、ベンチに座り弁
　当を広げはじめた。

われわれがめざしたのは、まちはずれの神社の境内のような空間である。大げさな表現かも知れないが、気ままに広場で時間を
過ごす人々をみて、ケ／ハレ、日常／祝祭が同時に存在する空間、その一つのありようを眼の当たりにしたように思えた。

大小 2基の屋根付きの架構体は、長さ約 70mのレール上を自らが持つ太陽光発電パネルで得た電力で移動する。レール沿いには、
イベント用電力（動力および電灯）や給排水に接続可能な埋設配管を備えている。日常的には市民の憩いの場として、大分市自
主企画事業、地元商店会や民間企業などによる各種イベント会場として、広場で展開されるさまざまなプログラムに合わせて柔
軟に会場構成が可能である。2019 年 9 月に竣工し、その翌月にはラグビー W 杯大分大会のパブリックビューイング会場として
記憶に残る賑わいと興奮の場となった。

01｜計画の背景

02｜提案

06｜《祝祭の広場》の新しい日常

祝祭広場  おおいた
　　　　　　　　　　　20180809案

祝祭広場  おおいた
　　　　　　　　　　　20180809案

04｜デザインモチーフ

《祝祭の広場》   ひもろぎ空間を現代の都市空間に重ね合わせる

03｜３つのコンセプト　　　設計プロポーザル時

まれびと ゆぎょうしゃ

ガラス屋根付き可動式架構体　部分詳細図
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環境・設備デザイン評価表

▲祝祭の広場は周辺都市施設とも連携し、多重円環状をなす都市活動の核となる ▲大分駅からみた祝祭の広場

▲ガラス屋根付き可動式架構体の全景

▲可動式ガラス屋根付き架構体の走行試験

▲可動式ガラス屋根付き架構体の配置　基本 5パターン　架構体の移動に伴い可搬型植栽コンテナも配置換えが可能

▲休日の様子／仮設ステージでは音楽会の準備中。このあとにわか雨となったが、大屋根の効果が発揮された

▲2020年 3月　新型コロナ禍、雨に濡れることない明るく風通しの良い大型屋根の下、数名の若者たちが勉強をしていた▲2019年 10月　ラグビーW杯大分大会パブリックビューイング会場としての利用

▲1964年新産業都市に指定されて以来、工業都市として大きく発展した大分市　その臨海工業地帯 ▲ドックランドで見られる一対の自走式ガントリークレーン

大小２基の可動式架構体のイメージ

▲大小２基のガラス屋根付き可動式架構体のディテール

▲可動式架構体の駆動モーター部

▲架構体移動用のレール　段差のないフルフラット納まり

▲ 上／イベント開催時の様子　下／日常風景　都市に対する異化効果

This square was developed at the former site of the shopping complex near JR Oita Station. The design proposal, having Mr. 
Arata Isozaki as a special member of the selection committee, was held in March 2018. We aimed to create a square where 
any people such as citizens and visitors can stay and relax and enjoy events and festivities; and therefore to revitalize the 
downtown of Oita City.　Our proposal in the design proposal refers to the space in the precincts of shrines and temples that 
was once seen everywhere in Japan, and puts symbolism and temporaryness as the main axes, and makes "Himorogi Space" 

that goes back and forth between everyday and extraordinary into a modern city. Based on the concept of stacking, two 
large and small structures with the design motif of a self-propelled gate-type gantry crane found in the coastal industrial area 
that supported the postwar development of Oita are placed on the rails laid in the plaza. It is a constantly changing public 
square that moves and repositions according to the program. I wanted to use the existence of the crane or the catalytic 
effect caused by its movement as the source of revitalization of the central city area.
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